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大
磯
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
対
す

る
表
彰
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
多
年
に
わ
た
る
町
政
へ
の
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
順

不
同
・
敬
称
略
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

築
群
の
中
で
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る

と
と
も
に
、
松
並
木
と
一
体
と
な
っ

て
本
町
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て

き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
改
め
て
有
形

文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
指
定
名

称
は
「
旧
ホ
テ
ル
滄
浪
閣
　
ホ
ー
ル

棟
１
棟
」
で
す
。
今
回
の
指
定
に
よ

り
町
指
定
文
化
財
は
１
件
増
え
、
32

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め
て
い

る
明
治
記
念
大
磯
邸
園
の
構
成
建
造

物
「
滄
浪
閣
（
伊
藤
博
文
邸
宅
跡
　

旧
李
王
家
別
邸
）
は
、
町
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
り
、
指
定

事
項
と
異
な
る
事
実
が
判
明
し
た
た

め
、
指
定
事
項
の
変
更
を
行
い
ま
し

た
。

　
国
の
調
査
で
は
旧
李
王
家
別
邸
時

代
の
建
材
の
現
存
す
る
範
囲
等
が
明

ら
か
に
な
り
、
ホ
ー
ル
棟
（
大
磯
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
別
館
「
滄
浪
閣
」
の

中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
た
建
物
）
は

戦
後
の
建
築
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
当
初
の
指
定

事
項
か
ら
ホ
ー
ル
棟
を
外
す
と
と
も

に
指
定
範
囲
の
一
部
を
変
更
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
指
定
名
称
も
「
旧
滄

浪
閣
（
旧
李
王
家
別
邸
・
伊
藤
博
文

邸
跡
）
５
棟
　
附
　
敷
地
１
筆
、
杉

戸
絵
４
枚
」
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ル
棟
は
、
昭
和
27
年

か
ら
28
年
に
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
関
係

者
向
け
の
保
養
施
設
と
し
て
新
築
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
町
の
戦
後
史

を
物
語
る
貴
重
な
建
物
で
あ
る
こ
と
、

伊
藤
博
文
が
命
名
し
た
「
滄
浪
閣
」

の
名
を
継
承
し
た
飲
食
施
設
と
し
て

長
く
町
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
、

国
道
１
号
沿
い
に
展
開
す
る
別
荘
建
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町
指
定
有
形
文
化
財

「
滄
浪
閣
（
伊
藤
博
文
邸
宅
跡

　旧
李
王
家
別
邸
）」
の

指
定
事
項
を
変
更

▲旧ホテル滄浪閣　ホール棟 ▲旧滄浪閣
　（旧李王家別邸・伊藤博文邸跡）

　
11
月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
株
式
会
社
Ｔ
Ｋ
Ｃ
（
代
表
取
締

役
社
長 

飯
塚 

真
規
さ
ん
）
か
ら
、

１
０
０
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
全
て
本

町
が
実
施
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
９

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
　
　
　応
援
寄
付
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た

田熊首都圏 ・
西日本営業部長

石井　まさ さん
（大磯）
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令
和
３
年
４
月
か
ら
５
年
間
、
次
の
施
設
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理

者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会

を
見
据
え
、
町
へ
の
移
住
・
定
住
を

促
進
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形

成
を
め
ざ
し
、
11
月
24
日
（
火
）
に

一
般
社
団
法
人「
海か

鈴り
ん

大
磯
」と『
移

住
・
定
住
の
促
進
活
動
に
関
す
る
協

定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
同
法
人
と
連
携
協
力
し
、

移
住
・
定
住
の
促
進
に
向
け
た
取
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
５

①施

設

名
　
大
磯
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
　
社
会
福
祉
法
人
大
磯

町
社
会
福
祉
協
議
会

②施

設

名
　
大
磯
運
動
公
園

指
定
管
理
者
　
株
式
会
社
ラ
ン
ナ
ー

ズ
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

③施

設

名
　
鴫
立
庵

指
定
管
理
者
　
日
本
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
株
式
会
社

移
住
・
定
住
の
促
進
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

12月10日（木）に式典を開催しました。

大
磯
町
立
福
祉
セ
ン
タ
ー･

大
磯
運
動
公
園･

鴫
立
庵
の

指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た問①

福
祉
課
　
　
　
☎
内
線
３
１
４

②
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
３

③
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
３
３
４

■賑わい交流施設とは？
　　　　　　　　　　　愛称
　地場産の野菜や大磯で水揚げされた農水産物等を扱う物販
エリアとレストランを備えた「賑わい創出施設」と水揚げ機能
等を有する「漁協施設」の２つの機能を有する複合型施設です。
　現在、３月末の開業に向けて店舗内の工事を進めています。

■みなとオアシスとは？
　地域住民の交流や観光の振興を通じた地域の活性化に資す
る「みなと」を核としたまちづくりを促進するため、住民参加
による地域振興の取組みが継続的に行われる施設です。
　この度、全国で１４7番目、県内で４番目のみなとオアシス
として登録されました。

問産業観光課　☎（6１）５7１９

①

②③

大磯港賑わい交流施設竣工式 及び
みなとオアシス登録証交付式 を
　　　　　　　　　　　行いました

▼
と
き
　
１
月
16
日
（
土
）

　
９
時
～
正
午
、
13
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
　
役
場
本
庁
舎
　
町
民
課

　
受
取
り
は
事
前
予
約
制
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
案
内
が
届

い
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　
町
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
た
交
付
案

内
で
ご
持
参
い
た
だ
く
書
類
を
ご
確

認
の
う
え
、
受
取
り
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
り

窓
口
を
休
日
に
開
設
し
ま
す


